
 

東京大学「安全の日～組織の安全管理～」で講演しました （2014/7/8） 

 

テーマ：安全管理，安全教育，東日本大震災 

場所：東京大学医学部教育研究棟 14階鉄門記念講堂（本郷キャンパス） 

 

 ７月８日（火），東京大学医学部教育研究棟 14階「鉄門記念講堂」において，平成 26年度「東

京大学安全の日」講演会が開催され，当研究所から佐藤健（教授，情報管理・社会連携部門 災害

復興実践学分野）が参加しました。「東京大学安全の日」は，東京大学で発生した死亡事故の記憶

を風化させることなく，教育研究活動における安全衛生の確保，事故災害の発生防止，安全意識

の向上を目的に定められました。また当日は，東京大学の各部局長，研究所長をはじめ，安全衛

生関係の担当教職員や，一般市民も含め約 100名の方が参加しました。 

 講演会は，「組織の安全管理」という全体テーマのもと，4人の講師による安全管理や危機管理

に関する講演が行われました。その中で，佐藤健教授が，「東日本大震災における東北大学の震災

対応とその教訓」と題し，震災発生直後から現在に至るまでの東北大学としての震災対応や地震

対策等について講演を行いました。地震の揺れによる室内空間におけるシェルフ等の転倒や散乱

の甚大な被害状況の割に，重傷者の発生がなかった要因等について質疑がありました。回答とし

て，緊急地震速報システムの稼働による主要動到達までの猶予時間があったことや，地震動特性

の一つとしての波形の包絡線関数と人間の危険回避行動との関係を解明していくことの必要性を

述べました。 

講演会終了後，東京大学環境安全管理本部や環境安全研究センターの先生方との意見交換を行

うこともでき，安全管理に関する国内外の最新動向について情報共有や共通理解を得る貴重な機

会となりました。 

  

       講演風景                当日のプログラム 

 

 

文責：佐藤 健（情報管理・社会連携部門） 


